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(57)【要約】
【課題】より容易に組立可能な、組み立て性を向上させ
た安価に製造できる内視鏡を提供する。
【解決手段】内視鏡は、細長い挿入部と、操作部本体と
、操作ワイヤ４０とを備えている。挿入部は、少なくと
も２つの方向に湾曲可能な湾曲部を有する。操作部本体
は、挿入部の基端部に接続され湾曲部を湾曲操作可能な
プーリ１３２を有する。操作ワイヤ４０は、プーリ１３
２と湾曲部との間を接続し、プーリ１３２を操作するこ
とにより湾曲部を湾曲させる。そして、操作ワイヤ４０
は、湾曲部とプーリ１３２との間にシームレスに接続さ
れている。
【選択図】　　　図７
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも２つの方向に湾曲可能な湾曲部を有する細長い挿入部と、
　前記挿入部の基端部に接続され前記湾曲部を湾曲操作可能な湾曲操作部を有する操作部
と、
　前記湾曲操作部と前記湾曲部との間を接続し、前記湾曲操作部を操作することにより前
記湾曲部を湾曲させる操作ワイヤと
　を具備し、
　前記操作ワイヤは、前記湾曲部と湾曲操作部との間にシームレスに接続されていること
を特徴とする内視鏡。
【請求項２】
　前記操作部は、前記挿入部の長軸方向に沿って２つに分割可能な分割面をそれぞれ有し
前記分割面同士が組み合わせられたときに横断面が環状となる第１および第２のハウジン
グを備えていることを特徴とする請求項１に記載の内視鏡。
【請求項３】
　前記湾曲操作部は、前記操作ワイヤの基端が巻回されるワイヤ巻回部を有するとともに
前記操作ワイヤが固定されるプーリを備え、
　前記プーリのうち、前記操作ワイヤが巻回される前記ワイヤ巻回部は、前記第１のハウ
ジングの分割面よりも前記第２のハウジングが配設される側に位置することを特徴とする
請求項２に記載の内視鏡。
【請求項４】
　前記プーリは、前記分割面と略平行に配置するようにしたことを特徴とする請求項２も
しくは請求項３に記載の内視鏡。
【請求項５】
　前記湾曲部は、複数の湾曲駒を有し、上側に規定される方向と、前記上側に規定される
方向に対して反対側の下側に規定される方向とに湾曲可能な湾曲管を備え、
　前記操作ワイヤは、前記湾曲管の各湾曲駒を挿通するとともに、前記湾曲管のうち、前
記挿入部の先端に最も近接する位置に配置される湾曲駒で折り返されていることを特徴と
する請求項１から請求項４のいずれか１に記載の内視鏡。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、使い捨て型、又は、洗滌、消毒、滅菌しつつ複数回使用可能な内視鏡に関
する。
【背景技術】
【０００２】
　一般に、内視鏡が製造される場合、挿入部と操作部とを作成し、これらを接合すること
により形成している（例えば特許文献１参照）。湾曲部を湾曲させるために用いられる操
作ワイヤは、操作部側操作ワイヤと挿入部側操作ワイヤとに着脱可能および張力を調整可
能に繋がれている。すなわち、操作ワイヤは操作部側と挿入部側とが分離可能に繋がれて
用いられる。一般には、操作部側操作ワイヤは使用によって切断され難いように、挿入部
側操作ワイヤよりも強く作成されている。このため、操作部には新たな挿入部が接合され
て何度も新たな内視鏡が作成されている。すなわち、挿入部が故障した場合、内視鏡全部
を廃棄するのではなく、内視鏡を操作部側と挿入部側とに分離し、操作部側を再使用しつ
つ、新たな挿入部側をその操作部側に接合して新たな内視鏡を作成することが一般的であ
る。
【特許文献１】特開平５－１８４５２７号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
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　しかしながら、より安価に製造されることが要求される、１回もしくは数回程度しか使
われることを想定していないようなディスポーザブル型のものとして作製する内視鏡の場
合、このように操作ワイヤに繋ぎ目があると組み立てが面倒であり、コスト高となる。操
作部は、挿入部に単に接続すれば良い、というものではなく各種の調整や場合によっては
部品の交換が必要であるし、何度も再使用する内視鏡と同様に操作ワイヤを接続する場合
、操作部側操作ワイヤの基端部を操作部のプーリに固定するとともに操作部側操作ワイヤ
の先端部を挿入部側操作ワイヤの基端部に繋ぐ必要があり、組み立て性が悪いという問題
がある。
【０００４】
　この発明は、このような課題を解決するためになされたものであり、その目的とすると
ころは、より容易に組立可能な、組み立て性を向上させた安価に製造できる内視鏡を提供
することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　上記課題を解決するために、この発明に係る内視鏡は、少なくとも２つの方向に湾曲可
能な湾曲部を有する細長い挿入部と、前記挿入部の基端部に接続され前記湾曲部を湾曲操
作可能な湾曲操作部を有する操作部と、前記湾曲操作部と前記湾曲部との間を接続し、前
記湾曲操作部を操作することにより前記湾曲部を湾曲させる操作ワイヤとを具備し、前記
操作ワイヤは、前記湾曲部と湾曲操作部との間にシームレスに接続されていることを特徴
とする。　
　このため、例えば使い捨て型、又は、例えば複数回使用した後に廃棄または一部の部品
を再使用等する内視鏡を製造する場合により安価に製造することができる。そして、特に
内視鏡の製造時に操作ワイヤを繋ぐ作業工程を減らすことができる。
【０００６】
　また、前記操作部は、前記挿入部の長軸方向に沿って２つに分割可能な分割面をそれぞ
れ有し前記分割面同士が組み合わせられたときに横断面が環状となる第１および第２のハ
ウジングを備えていることが好適である。　
　このため、例えば操作ワイヤを湾曲操作部に配置する際に、例えば第１のハウジングに
湾曲操作部を配置した状態で容易に行うことができる。
【０００７】
　また、前記湾曲操作部は、前記操作ワイヤの基端が巻回されるワイヤ巻回部を有すると
ともに前記操作ワイヤが固定されるプーリを備え、前記プーリのうち、前記操作ワイヤが
巻回される前記ワイヤ巻回部は、前記第１のハウジングの分割面よりも前記第２のハウジ
ングが配設される側に位置することが好適である。　
　このため、操作ワイヤをプーリのワイヤ巻回部に巻回する際に遮るものがなく、より容
易にその作業を行うことができる。また、操作ワイヤの固定も第１のハウジングの解放さ
れた側から行うことができるので、より容易にその作業を行うことができる。
【０００８】
　また、前記プーリは、前記分割面と略平行に配置するようにしたことが好適である。　
　このため、プーリのワイヤ巻回部の全周が分割面から突出した状態となり、操作ワイヤ
をプーリに巻回したり固定したりする際に容易に作業を行うことができる。
【０００９】
　また、前記湾曲部は、複数の湾曲駒を有し、上側に規定される方向と、前記上側に規定
される方向に対して反対側の下側に規定される方向とに湾曲可能な湾曲管を備え、前記操
作ワイヤは、前記湾曲管の各湾曲駒を挿通するとともに、前記湾曲管のうち、前記挿入部
の先端に最も近接する位置に配置される湾曲駒で折り返されていることが好適である。　
　このため、操作ワイヤを容易に湾曲部に配置することができ、操作ワイヤに関する構造
を簡略化することができる。このため、操作ワイヤに関する製造時の作業を減少させるこ
とができる。
【発明の効果】
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【００１０】
　この発明によれば、より容易に組立可能な、組み立て性を向上させた安価に製造できる
内視鏡を提供することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１１】
　以下、図面を参照しながらこの発明を実施するための最良の形態（以下、実施の形態と
いう）について説明する。
【００１２】
　　［第１の実施の形態］
　第１の実施の形態について図１（Ａ）ないし図１１（Ｂ）を用いて説明する。　
　図１（Ａ）および図１（Ｂ）に示すように、この実施の形態に係る内視鏡１０は、内視
鏡本体１２と、この内視鏡本体１２に着脱可能なアダプタ１４とを備えている。このため
、アダプタ１４の照明光学系と内視鏡本体１２の照明光学系とは別体であり、アダプタ１
４の観察光学系と内視鏡本体１２の観察光学系とは別体である。そして、内視鏡本体１２
とアダプタ１４とが互いに対して装着されたときに、内視鏡１０の照明光学系および観察
光学系が形成される。　
　なお、図１（Ｃ）に示すように、アダプタ１４には、カメラケーブル１６ａが延出され
たカメラヘッド１６を着脱可能である。
【００１３】
　ここでは、主に、内視鏡本体１２にアダプタ１４を取り付けたものを内視鏡１０として
説明する。もちろん、カメラヘッド１６をアダプタ１４に取り付けたものは内視鏡１０に
含まれ、さらに、図示しないがカメラヘッドとアダプタとが一体のものを内視鏡本体１２
に取り付けたものも内視鏡１０に含まれる。　
　また、アダプタ１４は接眼部として用いられ、または、アダプタとカメラヘッド１６と
が組み合わせられて接眼部として用いられる。
【００１４】
　図１（Ａ）に示すように、内視鏡本体１２は、例えば体腔内に挿入される挿入部２２と
、この挿入部２２の基端部に設けられた操作部２４とを備えている。内視鏡本体１２の照
明光学系は、照明レンズ３２ａ（図２（Ａ）参照）と、ライトガイドファイバ３２ｂ（図
５（Ａ）参照）とを備えている。内視鏡本体１２の観察光学系は、対物レンズ３４ａ（図
２（Ａ）参照）と、イメージガイドファイバ３４ｂ（図５（Ａ）参照）とを備えている。
なお、ライトガイドファイバ３２ｂおよびイメージガイドファイバ３４ｂには、チャンネ
ルチューブ３６（図４（Ａ）参照）が並設されている。さらに、ライトガイドファイバ３
２ｂおよびイメージガイドファイバ３４ｂ、チャンネルチューブ３６には、１対の密巻き
コイル３８ａ，３８ｂに被覆された操作ワイヤ４０が並設されている。これら１対の密巻
きコイル３８ａ，３８ｂは、例えばステンレス鋼材等の金属材で形成されている。操作ワ
イヤ４０は、例えばステンレス鋼材等の金属材の撚り線で形成されている。
【００１５】
　挿入部２２は、その先端側から順次、先端硬質部４２、操作部２４からの操作によって
湾曲する湾曲部４４、及び柔軟性を有する可撓部４６を備えている。この挿入部２２の内
部には、チャンネル（後述するチャンネルチューブ３８）、照明光学系および観察光学系
が配設されている。
【００１６】
　図２（Ａ）および図２（Ｂ）に示す先端硬質部４２は、例えばステンレス鋼材等の金属
材やプラスチック材などにより適宜に形成されている。なお、先端硬質部４２が金属材で
形成されている場合には、内視鏡１０の挿入部２２を体腔内などに挿入したときにＸ線を
用いて先端硬質部４２の位置を確認できる。
【００１７】
　図２（Ａ）に示すように、先端硬質部４２は、体腔内等への挿入部２２の挿入性を考慮
して先端側が先細に形成されていることが好ましい。一方、図２（Ｂ）に示すように、先



(5) JP 2009-279182 A 2009.12.3

10

20

30

40

50

端硬質部４２は、その基端側が略円柱状に形成されている。そして、図２（Ａ）および図
２（Ｂ）に示すように、先端硬質部４２には、照明光学系用開口５２と、観察光学系用開
口５４と、チャンネル用開口５６とが形成されている。
【００１８】
　照明光学系用開口５２の先端には、照明光学系の照明レンズ３２ａが配設されている。
照明レンズ３２ａの基端側には、ライトガイドファイバ３２ｂの先端が固定されている。
ライトガイドファイバ３２ｂは、先端硬質部４２から湾曲部４４、可撓管４６を通して操
作部２４に延出されている。　
　観察光学系用開口５４の先端には、観察光学系の対物レンズ３４ａが配設されている。
対物レンズ３４ａの基端部には、イメージガイドファイバ３４ｂの先端が固定されている
。イメージガイドファイバ３４ｂは、先端硬質部４２から湾曲部４４、可撓管４６を通し
て操作部２４に延出されている。　
　チャンネル用開口５６には、チャンネルチューブ３６の先端が固定されている。チャン
ネルチューブ３６は、先端硬質部４２から湾曲部４４、可撓管４６を通して操作部２４の
内部に延出されている。
【００１９】
　図２（Ｂ）に示すように、先端硬質部４２の基端部には、後述する最も先端側の湾曲駒
６６ａの外周部が嵌められる円盤状凹部４２ａと、最も先端側の湾曲駒６６ａの柱状凸部
７２ｂが配設される２つの柱状凹部４２ｂとが形成されている。すなわち、先端硬質部４
２の基端部に円盤状凹部４２ａが形成されていることによって、先端硬質部４２の基端部
に環状の縁部４２ｃが形成されている。このため、湾曲部４４の湾曲管６２の最も先端の
湾曲駒６６ａの先端は、先端硬質部４２の縁部４２ｃの内周面よりも小さく形成されてい
る。
【００２０】
　図３（Ａ）に示すように、先端硬質部４２の基端側の湾曲部４４は、湾曲管６２と、こ
の湾曲管６２を被覆する被覆チューブ６４とを備えている。湾曲管６２は、複数の湾曲駒
６６が挿入部２２の軸方向に整列させられて形成されている。各湾曲駒６６は、硬質のプ
ラスチック材やステンレス鋼材等の金属材などで形成されている。
【００２１】
　図３（Ａ）から図３（Ｄ）に示すように、湾曲駒６６は、隣接する湾曲駒６６に係合す
るために円柱状に形成されている。特に、図３（Ａ）および図３（Ｃ）に示すように、最
も先端の湾曲駒６６ａに隣接する湾曲駒６６から最も基端の湾曲駒６６ｂに隣接する湾曲
駒６６は、それぞれ凸ヒンジ部６８ａと凹ヒンジ部６８ｂとを備えている。凸ヒンジ部６
８ａは、円柱の一部を軸方向に平行に切断した形状のものが湾曲駒６６の一側面に形成さ
れ、かつ、その凸ヒンジ部６８ａが湾曲駒６６の中心軸に直交するように形成されている
。すなわち、凸ヒンジ部６８ａは、湾曲駒６６の直径にわたって形成されている。　
　一方、凹ヒンジ部６８ｂは、円柱の一部を軸方向に平行に切断した形状のもので湾曲駒
６６の他側面を除去するように形成され、かつ、その凹ヒンジ部６８ｂが湾曲駒６６の中
心軸に直交するように形成されている。すなわち、凹ヒンジ部６８ｂは、湾曲駒６６の直
径にわたって形成されている。
【００２２】
　特に、凸ヒンジ部６８ａの長軸（ヒンジの軸）Ｌと凹ヒンジ部６８ｂの図示しない長軸
（ヒンジの軸）とは互いに平行である。なお、凸ヒンジ部６８ａの長軸（ヒンジの軸）Ｌ
と凹ヒンジ部６８ｂの図示しない長軸（ヒンジの軸）とは、後述するチャンネル用貫通孔
７０ｃの中心軸Ｃに対して略直交する。
【００２３】
　そして、複数の湾曲駒６６のうち、ある湾曲駒６６の凸ヒンジ部６８ａには挿入部２２
の例えば先端側に隣接する湾曲駒６６の凹ヒンジ部６８ｂが突き当てられ、ある湾曲駒６
６の凹ヒンジ部６８ｂには挿入部２２の例えば基端側に隣接する湾曲駒６６の凸ヒンジ部
６８ａが突き当てられている。このようにして、複数の湾曲駒６６，６６ａ，６６ｂが連
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接されて、湾曲部４４の湾曲管６２を形成している。
【００２４】
　各湾曲駒６６には、ライトガイドファイバ３２ｂが挿通される照明光学系用貫通孔７０
ａと、イメージガイドファイバ３４ｂが挿通される観察光学系用貫通孔７０ｂと、チャン
ネルチューブ３６が挿通されるチャンネル用貫通孔７０ｃと、操作ワイヤ４０又は操作ワ
イヤ４０がそれぞれ挿通された密巻きコイル３８ａ，３８ｂが挿通される１対の貫通孔７
０ｄとが形成されている。
【００２５】
　図３（Ａ）に示すように、複数の湾曲駒６６のうち、最も先端側の湾曲駒６６ａの基端
部には、上述したように、凹ヒンジ部６８ｂが形成されている。図３（Ａ）および図３（
Ｂ）に示すように、最も先端側の湾曲駒６６ａの先端部には、操作ワイヤ４０が略コ字状
や略Ｕ字状に引っ掛けられた状態で収容されるワイヤ収容部７２ａが形成されている。こ
のとき、操作ワイヤ４０のうち、ワイヤ収容部７２aに位置する部分は銀ロウ等により固
定されていることも好適である。したがって、この内視鏡本体１２に配設される操作ワイ
ヤ４０は１本である。　
　なお、湾曲管６２の先端（最も先端の湾曲駒６６ａ）や先端硬質部４２に操作ワイヤの
先端がそれぞれ固定される構造も許容される。この場合、操作ワイヤ４０は２本（１対）
である。
【００２６】
　最も先端側の湾曲駒６６ａの先端部には、先端硬質部４２側に突出する２つの柱状凸部
７２ｂが形成されている。そして、最も先端側の湾曲駒６６ａの先端部は、先端硬質部４
２の円盤状凹部４２ａに嵌め込まれるとともに、最も先端側の湾曲駒６６ａの柱状凸部７
２ｂが先端硬質部４２の柱状凹部４２ｂに嵌め込まれる。このため、先端硬質部４２と最
も先端側の湾曲駒６６ａとが位置決めされた状態で固定される。このような構造により、
先端硬質部４２と湾曲部４４との中心軸や周方向の位置がずれることを防止することがで
きる。このため、ライトガイドファイバ３２ｂ、イメージガイドファイバ３４ｂ、チャン
ネルチューブ３６に挿通される図示しない処置具等の内蔵物に余計な力が加えられること
を防止することができる。また、先端硬質部４２から最も先端側の湾曲駒６６ａに至るま
での内蔵物との隙間には、固定強度を増すために接着剤を充填しておいてもよい。
【００２７】
　そして、湾曲部４４の湾曲管６２の外側を覆う被覆チューブ６４は、例えばエラストマ
ーにより形成され、最も先端側の湾曲駒６６ａおよび最も基端側の湾曲駒６６ｂに熱溶着
により固定されている。このとき、先端硬質部４２の基端も最も先端の湾曲駒６６ａとと
もに被覆チューブ６４の先端で覆われている。なお、瞬間接着剤を最も先端側の湾曲駒６
６ａの外周面と被覆チューブ６４の先端部の内周面との間、最も基端側の湾曲駒６６ｂの
外周面と被覆チューブ６４の基端部の内周面との間に流し込んで、被覆チューブ６４を湾
曲管６２の外周に固定することも好適である。
【００２８】
　このように形成された湾曲部４４に配設される、操作ワイヤ４０が挿通された密巻きコ
イル３８ａ，３８ｂの先端の位置は、湾曲部４４のＵ側とＤ側とで異なる。図３（Ａ）に
示すように、Ｕ側の密巻きコイル３８ａの先端の方が、Ｄ側の密巻きコイル３８ｂの先端
よりも先端硬質部４２に近接する側まで延出されている。ここで、湾曲管６２のうち、密
巻きコイル３８ａ，３８ｂがある部分は湾曲に寄与しない。このため、Ｕ側の密巻きコイ
ル３８ａ内に挿通された操作ワイヤ４０を操作部２４側に牽引すると、Ｕ側の密巻きコイ
ル３８ａが存在する部分までは湾曲せず、その先側だけが湾曲する。一方、Ｄ側の密巻き
コイル３８ｂ内に挿通された操作ワイヤ４０を操作部２４側に牽引すると、Ｄ側の密巻き
コイル３８ｂが存在する部分までは湾曲せず、その先側だけが湾曲する。
【００２９】
　すなわち、図３（Ａ）に示すように、Ｕ側の密巻きコイル３８ａの先端は最も先端側の
湾曲駒６６ａと最も基端側の湾曲駒６６ｂとの間（例えば中間）に位置する湾曲駒６６ｃ
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の基端に当接されているので、湾曲管６２は最も先端の湾曲駒６６ａから湾曲駒６６ｃま
でが湾曲する。Ｄ側の密巻きコイル３８ｂは最も基端側の湾曲駒６６ｂの基端に当接され
ているので、湾曲管６２は全体が湾曲する。したがって、湾曲部４４の湾曲の程度をＵ側
とＤ側とで変更することができる。
【００３０】
　湾曲部４４の最も基端側の湾曲駒６６ｂの基端側には、例えば図示しない口金を介して
可撓管４６が配設されている。
【００３１】
　図４（Ａ）および図４（Ｂ）に示すように、可撓管４６の基端には、折れ止め部材８０
が固定されている。折れ止め部材８０は、管状に形成されているが、その外観は、先端側
が可撓管４６の外径に近づくにつれて先細に形成されている。この折れ止め部材８０には
凹部８０ａが形成され、その凹部８０ａに操作部２４が配設されている。図示しないが、
折れ止め部材８０の内周面にはＯリング等のシール材（図示せず）が配設され、挿入部２
２の外側を通して操作部２４の内部に液体等が浸入するのが防止されている。
【００３２】
　図１（Ａ）、図１（Ｂ）、図４（Ａ）および図４（Ｂ）に示すように、操作部２４は、
操作者に把持される操作部本体８２と、挿入部２２の湾曲部４４を湾曲操作する湾曲操作
機構（湾曲操作部）８４と、アダプタ装着用口金８６と、整列部材８８と、チャンネル用
口金９０とを備えている。そして、操作部本体８２には、湾曲操作機構８４とアダプタ装
着用口金８６と整列部材８８とチャンネル用口金９０とが配設されている。
【００３３】
　操作部本体８２は、分割面（端面）９３を有する第１のハウジング９２と、分割面（端
面）９５を有する第２のハウジング９４とを備えている。そして、第１のハウジング９２
の分割面９３と第２のハウジング９４の分割面９５とが対向および／または嵌合し、かつ
、分割可能（着脱可能）に形成されている。第１のハウジング９２および第２のハウジン
グ９４は、例えば硬質のプラスチック材により形成されている。後で詳述するが、第１の
ハウジング９２は内視鏡本体１２の組立作業（製造）の際に底部となるものであり、第２
のハウジング９４は第１のハウジング９２の蓋となる部分である。第１のハウジング９２
および第２のハウジング９４の横断面は、例えば略コ字状や略Ｕ字状に形成されている。
そして、第１のハウジング９２および第２のハウジング９４が合わせられると、操作部本
体８２は横断面が略矩形状の環状体となる。このため、第１のハウジング９２を平坦な作
業台等に載置した際に安定して配置することができ、組立作業を行い易くなる。
【００３４】
　操作部本体８２の第１のハウジング９２および第２のハウジング９４は、湾曲操作機構
８４と、アダプタ装着用口金８６と、整列部材８８と、チャンネル用口金９０とを配設す
る形状に形成されている。
【００３５】
　図４（Ｂ）に示すように、第１のハウジング９２のうち、挿入部２２の先端部に対して
最も遠位の位置には、アダプタ装着用口金８６が配設されるアダプタ装着用口金配設部９
２ａが形成されている。アダプタ装着用口金配設部９２ａよりも挿入部２２の先端部に近
接する位置には、湾曲操作機構８４の後述するプーリ１３２の回転軸１３８の一端が配設
されるプーリ支持部９２ｂが形成されている。このプーリ支持部９２ｂは、開口されてい
る。プーリ支持部９２ｂよりも挿入部２２の先端部に近接する位置には、整列部材８８が
配設される整列部材配設部９２ｃが形成されている。整列部材配設部９２ｃよりも挿入部
２２の先端側に近接する位置には、チャンネル用口金９０が配設されるチャンネル用口金
配設部９２ｄ（図４（Ａ）参照）が形成されている。挿入部２２の先端部に対して最も近
位の位置には、折れ止め部材８０が配設される折れ止め部材配設部９２ｅが形成されてい
る。
【００３６】
　第２のハウジング９４には、第１のハウジング９２のアダプタ装着用口金配設部９２ａ
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と同様にアダプタ装着用口金配設部９４ａが形成されている。第１のハウジング９２と第
２のハウジング９４とが合わせられたときに第１のハウジング９２のプーリ支持部９２ｂ
に対向する位置には、プーリ支持部９４ｂが形成されている。このプーリ支持部９４ｂは
開口されておらず、閉塞されている。第２のハウジング９４には、第１のハウジング９２
の整列部材配設部９２ｃと同様に整列部材配設部９４ｃが形成されている。第２のハウジ
ング９４には、第１のハウジング９２のチャンネル用口金配設部９２ｄと同様にチャンネ
ル用口金配設部（図示しないが、便宜的に符号９４ｄを付す）が形成されている。第２の
ハウジング９４には、第１のハウジング９２の折れ止め部材配設部９２ｅと同様に折れ止
め部材配設部９４ｅが形成されている。
【００３７】
　これらのうち、アダプタ装着用口金配設部９２ａ，９４ａおよびチャンネル用口金配設
部９２ｄ，９４ｄは、第１のハウジング９２および第２のハウジング９４に環状溝として
形成されている。　
　第１のハウジング９２のプーリ支持部９２ｂは、プーリ１３２の回転軸１３８の一端を
図４（Ａ）および図４（Ｃ）に示すアングルレバー１３４の取り付けのために貫通した状
態に配設するとともに、回動可能に支持する。第２のハウジング９４のプーリ支持部９４
ｂは、プーリ１３２の回転軸１３８の他端を回動可能に支持する。このため、図４（Ｂ）
に示すように、プーリ１３２の回転軸１３８の両端が支持されている。　
　図４（Ａ）に示す整列部材配設部９２ｃ，９４ｃは、第１のハウジング９２および第２
のハウジング９４の内周面から内方に向かって突出した１対の内方フランジ状に形成され
ている。折れ止め部材配設部９２ｅ，９４ｅは、第１のハウジング９２および第２のハウ
ジング９４に内方フランジ状に形成されている。
【００３８】
　図５（Ａ）に示すように、アダプタ装着用口金８６には、ライトガイドファイバ３２ｂ
およびイメージガイドファイバ３４ｂの基端が所定の向きに接続されている。このため、
後述するように、アダプタ１４を通して入射された照明光をアダプタ装着用口金８６から
ライトガイドファイバ３２ｂ、照明レンズ３２ａを通して先端硬質部４２の先端側の被写
体を照明し、照明した被写体を対物レンズ３４ａを通してイメージガイドファイバ３４ｂ
に導き、アダプタ１４で観察する。
【００３９】
　アダプタ装着用口金８６は、操作部本体８２のアダプタ用口金配設部９２ａ，９４ａに
配設された第１の装着部１０２と、この第１の装着部１０２に固定された第２の装着部１
０４とを備えている。これら第１および第２の装着部１０２，１０４は、それぞれ略円柱
状に一体的に形成され、例えば挿入部２２の中心軸と略同一の軸上に配設されている。そ
して、第１の装着部１０２の外径は、第２の装着部１０４の外径に対して大きく形成され
ている。
【００４０】
　第１の装着部１０２のうち、第１の装着部１０２の底面は、溝状のアダプタ用口金配設
部９２ａ，９４ａに配設されるように、外方に突出するフランジ部１０２ａが形成されて
いる。なお、第１の装着部１０２の上面１０３には第２の装着部１０４があり、これら底
面および上面１０３（アダプタ１４の後述する嵌合部２０２（図９参照）に対する軸方向
の移動を規制する移動規制部）は例えば平行である。さらに、第１の装着部１０２には、
これら底面および上面１０３に対して直交する長方形状の平面（アダプタ１４の嵌合部２
０２に対する周方向の移動規制部）１１２が形成されている。すなわち、図５（Ｂ）に示
すように、アダプタ装着用口金８６の第１の装着部１０２は略Ｄ形状である。このため、
アダプタ装着用口金８６は所定の向きが規定されている。
【００４１】
　図５（Ａ）に示すように、この長方形状の平面１１２には、鏡面仕上げされた円盤１１
４が埋設されている。ライトガイドファイバ３２ｂの基端部は、この鏡面仕上げされた円
盤１１４の中心の位置に固定されている。このため、ライトガイドファイバ３２ｂの基端
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部は、第１の装着部１０２の中心軸に対して直交する方向に固定されている。なお、この
円盤１１４の外径は、アダプタ１４の後述するロッドレンズ２３４（図９参照）の外径よ
りも大きく形成されている。
【００４２】
　図５（Ａ）および図５（Ｂ）に示すように、第２の装着部１０４は、第１の装着部１０
２の上面１０３の中心軸上に固定されている。このうち、第２の装着部１０４の上端の上
面は第１の装着部１０２の上端の上面１０３に平行である。観察光学系のイメージガイド
ファイバ３４ｂの基端部は、この第２の装着部１０４の上端の上面の中心の位置に固定さ
れている。さらに、第２の装着部１０４の外周面には、アダプタ１４の後述する係合玉２
６８（図９参照）に係合するために、円環状の凹部１０４ａが形成されている。
【００４３】
　図６（Ａ）および図６（Ｂ）に示すように、整列部材８８は、例えば金属材やプラスチ
ック材により略Ｃ字板状に形成されている。この整列部材８８は、１対の内方フランジ状
の整列部材配設部９２ｃ，９４ｃに配設されている。
【００４４】
　この整列部材８８は、第１および第２の貫通孔８８ａ，８８ｂと、ライトガイドファイ
バ３２ｂおよびイメージガイドファイバ３４ｂが配設される開口部８８ｃとを備えている
。　
　ここで、整列部材８８には向きがあり、挿入部２２の先端部側および操作部２４の基端
部側が認識可能なように、刻印等されていることが好適である。そして、第１および第２
の貫通孔８８ａ，８８ｂは、挿入部２２の先端部側の方が径が大きく、操作部２４の基端
部側の方が挿入部２２の先端部側に比べて径が大きい。すなわち、第１および第２の貫通
孔８８ａ，８８ｂには、図６（Ｂ）中の符号６Ｃで示す部分を拡大した図６（Ｃ）に示す
ように、段差８８ｄが形成されている。整列部材８８の第１および第２の貫通孔８８ａ，
８８ｂのうち、挿入部２２の先端部側には、操作ワイヤ４０が挿通された密巻きのコイル
３８ａ，３８ｂが挿通される。一方、整列部材８８の第１および第２の貫通孔８８ａ，８
８ｂのうち、操作部２４の基端部側には、密巻きコイル３８ａ，３８ｂは配設されず、操
作ワイヤ４０のみが挿通されている。すなわち、整列部材８８の第１および第２の貫通孔
８８ａ，８８ｂ内の段差８８ｄにコイル３８ａ，３８ｂの基端部が突き当てられた状態で
配設されている。そして、操作ワイヤ４０は、整列部材８８の第１および第２の貫通孔８
８ａ，８８ｂを通して操作部２４のさらに基端側に延出されている。
【００４５】
　湾曲操作機構（湾曲操作部）８４は、プーリ１３２（図７（Ａ）および図７（Ｂ）参照
）と、このプーリ１３２を回動させるアングルレバー１３４（図４（Ａ）および図４（Ｃ
）参照）とを備えている。
【００４６】
　図７（Ａ）に示すように、プーリ１３２は、プーリ本体１３６と、このプーリ本体１３
６に固定された回転軸１３８とを備えている。このため、回転軸１３８を回動または回転
させると、プーリ本体１３６が回動または回転する。　
　図４（Ｂ）に示すように、回転軸１３８の一端（第１のハウジング９２のプーリ支持部
９２ｂを貫通した一端）には第１のハウジング９２の外側で回転軸１３８の一端に対して
回り止めされた状態でアングルレバー１３４が取り付けられている。このため、アングル
レバー１３４は、図１（Ａ）に示すように、例えば定常状態に対して上下の２方向（ＵＤ
方向）に回動可能である。
【００４７】
　プーリ本体１３６には、操作ワイヤ４０が外側から巻回されるように、挿入部２２に近
接する側にＶ字状溝（ワイヤ巻回溝）１４２が形成されている。ここでは、操作ワイヤ４
０をプーリ本体１３６に固定する際の固定し易さやプーリ本体１３６の回動量を考慮して
、Ｖ字状溝１４２が図７（Ａ）中に示すように半周を超える程度に形成され、残りの部分
には形成されていない。そして、プーリ本体１３６には、Ｖ字状溝１４２から回転軸１３
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８の外側を通した操作ワイヤ４０が配設される１対のワイヤ配設溝１４４が形成されてい
る。これらワイヤ配設溝１４４には、操作ワイヤ４０の端部近傍をプーリ本体１３６の一
側面から配設可能である。
【００４８】
　また、図４（Ｂ）中の符号７Ｂで示す部分を拡大した図７（Ｂ）に示すように、プーリ
本体１３６には、回転軸１３８に平行に深さ方向を有し、操作ワイヤ４０を固定するため
のビス１５４が配設される貫通孔１４６が形成されている。これら貫通孔１４６には、プ
ーリ本体１３６にインサート成型又は圧入されたインサートナット１４８が配設されてい
る。このインサートナット１４８の上側には、図７（Ａ）に示すように、例えば矩形状の
凹部１５０が形成されている。そして、図７（Ａ）および図７（Ｂ）に示すように、これ
ら凹部１５０には、プーリ本体１３６との間に操作ワイヤ４０の移動を防止した状態で配
設する矩形状の押さえ板１５２が配設されている。これら押さえ板１５２がそれぞれビス
１５４により回動しないように押さえられて、操作ワイヤ４０の端部近傍が所望の張力を
持った状態で固定されている。凹部１５０や押さえ板１５２は矩形状に限らず、楕円形な
ど、ビス１５４を固定する際に回転を防止できれば良い。　
　なお、プーリ本体１３６は、それ自身の軽量化を図ったり、ライトガイドファイバ３２
ａやイメージガイドファイバ３４ｂが配設された位置を視認するために肉抜きされている
。
【００４９】
　次に、内視鏡本体１２のうち、特に操作部２４の第１のハウジング９２に、湾曲操作機
構８４、アダプタ装着用口金８６、整列部材８８およびチャンネル用口金９０を配置した
後、第２のハウジング９４で第１のハウジング９２に蓋をして操作部２４を簡便に組み立
てる作業について説明する。
【００５０】
　予め挿入部２２の先端硬質部４２、湾曲部４４および可撓管４６を形成する。このとき
、先端硬質部４２に照明レンズ３２ａおよびライトガイドファイバ３２ｂを固定し、対物
レンズ３４ａおよびイメージガイドファイバ３４ｂを固定し、チャンネルチューブ３６を
固定した状態で、挿入部２２の基端部の折れ止め部材８０を挿通させておく。そして、可
撓管４６の基端にシール材（図示せず）を介して折れ止め部材８０を固定する。このとき
、図示しない治具によって、先端硬質部４２、湾曲部４４および可撓管４６を真っ直ぐに
伸ばしておくことが好ましい。　
　また、湾曲部４４に操作ワイヤ４０を挿通させた密巻きコイル３８ａ，３８ｂを配設し
、密巻きコイル３８ａ，３８ｂと操作ワイヤ４０とを挿入部２２の基端部の折れ止め部材
８０を挿通させておく。
【００５１】
　そして、折れ止め部材８０の溝状の凹部８０ａに操作部本体８２の第１のハウジング９
２の端部を固定する。このようにして、挿入部２２と操作部２４との位置関係を規定する
。このとき、操作部本体８２の第１のハウジング９２上には、ライトガイドファイバ３２
ｂ、イメージガイドファイバ３４ｂ、チャンネルチューブ３６、操作ワイヤ４０が挿通さ
れた密巻きコイル３８ａ，３８ｂがある。
【００５２】
　以下に説明する作業は第１のハウジング９２の上、または、その近傍で行うことができ
、作業性が良好である。　
　ライトガイドファイバ３２ｂおよびイメージガイドファイバ３４ｂの基端を、アダプタ
装着用口金８６に対して所定の状態に固定する。特に、イメージガイドファイバ３６ｂの
向きを所望の状態に固定する。このようにすると、アダプタ１４をアダプタ装着用口金８
６に装着して被写体を観察するときに、湾曲部４４の湾曲方向（ＵＤ方向）とイメージガ
イドファイバ３６ｂを通して観察される像の向きとを一致させることができる。
【００５３】
　この状態で、整列部材８８の向きを確認したうえで整列部材８８の第１および第２の貫
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通孔８８ａ，８８ｂにそれぞれ操作ワイヤ４０の端部を所定の向きに挿通させる。なお、
このとき、操作ワイヤ４０を少し引っ張って湾曲部４４の湾曲方向を確認しておく。そし
て、操作ワイヤ４０を整列部材８８の第１および第２の貫通孔８８ａ，８８ｂに挿通させ
ていくと、密巻きコイル３８ａ，３８ｂの基端が整列部材８８の第１および第２の貫通孔
８８ａ，８８ｂの段差８８ｄに突き当てられる。この状態で、整列部材８８を第１のハウ
ジング９２の整列部材配設部９２ｃに、整列部材８８の開口部８８ｃを上側にして配設す
る。このとき、整列部材８８が整列部材配設部９２ｃに配設された状態では、操作ワイヤ
４０が挿通された密巻きコイル３８ａ，３８ｂは湾曲部４４の湾曲管６２との間で圧縮さ
れた状態にある。
【００５４】
　そして、ライトガイドファイバ３２ｂ、イメージガイドファイバ３４ｂは整列部材８８
の開口部８８ｃを通して内側に配設される。一方、チャンネルチューブ３６の基端は整列
部材８８の開口部８８ｃに挿通されることなく、挿入部２２側のチャンネル用口金９０に
固定される。そして、チャンネル用口金９０は、図４（Ａ）に示す溝状のチャンネル用口
金配設部９２ｄに配設される。
【００５５】
　続いて、第１のハウジング９２のプーリ支持部９２ｂにプーリ１３２の回転軸１３８の
一端を配設する。この状態において、プーリ本体１３６のＶ字状溝１４２が第１のハウジ
ング９２の分割面（端面）９３よりも上側に配置され、操作ワイヤ４０をＶ字状溝１４２
に巻回する作業を容易に行うことができる。このとき、一般的には、湾曲部４４の湾曲管
６２を真っ直ぐに伸ばしておくとともに、操作ワイヤ４０に張力を加えたときに湾曲部４
４が湾曲しないように保持しておく。
【００５６】
　そして、Ｖ字状溝１４２に巻回した操作ワイヤ４０を、Ｕ側、Ｄ側それぞれ別々に回転
軸１３８の外側を通してワイヤ配設溝１４４にそれぞれ配設する。このとき、矩形状の凹
部１５０上を操作ワイヤ４０が通るので、凹部１５０に押さえ板１５２を配設し、すなわ
ち、操作ワイヤ４０の上に回り止めした押さえ板１５２を配設する。そして、操作ワイヤ
４０の張力を調整した状態で押さえ板１５２にビス１５４を配設する。このとき、押さえ
板１５２は回動することが防止されているので、ビス１５４をインサートナット１４８に
螺合させるにつれて、押さえ板１５２がインサートナット１４８に近接し、操作ワイヤ４
０を押さえ板１５２とインサートナット１４８との間に挟持する。　
　なお、必要な場合には、プーリ本体１３６が第１のハウジング９２に対して所定の状態
に配置され、操作ワイヤ４０の張力によって回動することを防止するように治具を用いて
も良い。
【００５７】
　操作ワイヤ４０の基端部のうち、プーリ本体１３６のワイヤ配設溝１４４から挿入部２
２側に向かって延出された端部が必要以上に長い場合、切断等して長さを調整しても良い
。
【００５８】
　そして、例えばアダプタ装着用口金８６の円盤１１４が上を向くように第１のハウジン
グ９２のアダプタ装着用口金配設部９２ａに配置する。このとき、ライトガイドファイバ
３２ｂおよびイメージガイドファイバ３４ｂは、プーリ本体１３６の下側を通すなどして
おくことが好ましい。このとき、ライトガイドファイバ３２ｂおよびイメージガイドファ
イバ３４ｂは、プーリ本体１３６の肉抜きされた部分から観察される。　
　なお、ライトガイドファイバ３２ｂおよびイメージガイドファイバ３４ｂは、湾曲部４
４を湾曲させたり、可撓管４６を撓らせたりしたときに、これら自身に大きな張力が加え
られることを防止するため、少したるませておくことが好ましい。
【００５９】
　そして、図８（Ｂ）に示すように、第１のハウジング９２に対して第２のハウジング９
４で蓋をする。　
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　このとき、第２のハウジング９４の折れ止め部材配設部９４ｅで折れ止め部材８０の凹
部８０ａに固定し、整列部材８８の開口部８８ｃからライトガイドファイバ３２ｂやイメ
ージガイドファイバ３４ｂが抜けるのを防止するように蓋の役割をし、プーリ１３２の回
転軸１３８の他端をプーリ支持部９４ｂで回動可能に支持し、アダプタ装着用口金８６を
アダプタ装着用口金配設部９４ａで固定するとともに、チャンネル用口金配設部９４ｄで
チャンネル口金９０を固定する。このとき、プーリ本体１３６のＶ字状溝１４２の位置が
図４（Ｂ）に示すように、第１のハウジング９２の分割面９３よりも下側に下がらず、上
側にあることを維持することが好ましい。このような構造であると、プーリ１３２の位置
がワイヤ巻回・固定作業を行った位置から移動しないため、組み立て後にワイヤの弛みが
発生することを防止できる。
【００６０】
　そして、図４（Ｂ）に示すように、第１のハウジング９２および第２のハウジング９４
をビス１６０等で固定する。ビス１６０等で固定することのほか、第１のハウジング９２
および第２のハウジング９４の分割面９３，９５同士をスナップフィット留めしても良い
し、ビス１６０等の固定やスナップフィット留めの両者を組み合わせることも好適である
。
【００６１】
　そして、この回転軸１３８の一端にアングルレバー１３４を回り止めした状態で固定す
る。
【００６２】
　このようにして、内視鏡本体１２を形成する。　
　なお、ここでは第１のハウジング９２を底部にして第２のハウジング９４で蓋をする例
について説明したが、第２のハウジング９４を底部にして第１のハウジング９２で蓋をし
ても良く、最終的な内視鏡本体１２が同じ構造となっていれば良い。すなわち、内視鏡本
体１２を製造する際に、やり易い方向で作業を行うことができる。
【００６３】
　また、ここでは、プーリ１３２に操作ワイヤ４０を巻回して固定した後にアダプタ装着
用口金８６を第１のハウジング９２に配置する場合について説明したが、順番を逆にして
配置することもできる。
【００６４】
　次に、このように作成した内視鏡本体１２のアダプタ装着用口金８６に装着するアダプ
タ１４の構造について図９から図１１を用いて説明する。
【００６５】
　図９および図１０（Ａ）に示すように、アダプタ１４は、アダプタ装着用口金８６の第
１および第２の装着部１０２，１０４に着脱可能に装着するための嵌合部（口金収容部）
２０２と、光源取付部２０４と、接眼部としての観察像拡大部２０６と、ロック機構２０
８とを備えている。ロック機構２０８は、アダプタ１４の第２の装着部１０４の凹部１０
４ａと嵌合部２０２との間を装着状態に維持したり、これらの間の装着を解除したりする
ために設けられている。
【００６６】
　嵌合部２０２は、アダプタ装着用口金８６の第１および第２の装着部１０２，１０４を
覆うように略筒状に形成されている。嵌合部２０２は、第１の筒状部（口金収容部）２０
２ａと、第２の筒状部（口金収容部）２０２ｂとを一体的に備えている。嵌合部２０２は
、図９に示す下側の第１の筒状部２０２ａの方が上側の第２の筒状部２０２ｂに比べて内
径が大きく形成されている。これは、嵌合部２０２の上側の第２の筒状部２０２ｂに第２
の装着部１０４が配設され、嵌合部２０２の下側の第１の筒状部２０２ａに第１の装着部
１０２が配設されることによるものである。さらに、第１の筒状部２０２ａと第２の筒状
部２０２ｂとの間には、アダプタ装着用口金８６の第１の装着部１０２の上面が当接され
るように、嵌合部２０２の中心軸に直交する方向に２つの平行面（このうち、一方（下面
）が口金８６の軸方向の移動を規制する移動規制部２１２ａであり、他方（上面）がフラ
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ンジ部２６４の載置面２１２ｂである）が形成され、すなわち、段差が形成されている。
【００６７】
　さらに、嵌合部２０２のうち、第１の筒状部２０２ａには、アダプタ装着用口金８６の
第１の装着部１０２の長方形状の平面１１２に突き合わせられるように平面（周方向の移
動規制部）２１２ｃが形成されている。このため、嵌合部２０２は、アダプタ装着用口金
８６に対して軸方向および周方向に位置決めされた状態で着脱可能である。
【００６８】
　嵌合部２０２のうち、アダプタ装着用口金８６の第１の装着部１０２が配設される第１
の筒状部２１２ａには、嵌合部２０２の中心軸に直交する方向に第１の開口２１４ａが形
成されている。この第１の開口２１４ａには、光源取付部２０４が固定されている。
【００６９】
　嵌合部２０２のうち、アダプタ装着用口金８６の第２の装着部１０４が配設される第２
の筒状部２０２ｂには、嵌合部２０２の中心軸に直交する方向に第２の開口２１４ｂが形
成されている。第２の開口２１４ｂは、嵌合部２０２の中心軸に対して略１２０度おきに
形成されている。これら第２の開口２１４ｂには、ロック機構２０８が配設される。
【００７０】
　嵌合部２０２の第２の筒状部２０２ｂのうち、第２の開口２１４ｂの上側には、嵌合部
２０２の中心軸に直交する方向に第３の開口２１４ｃが形成されている。第３の開口２１
４ｃは、後述するが、嵌合部２０２と、観察像拡大部２０６の第１の枠体２２２ａとが螺
合された位置の下側である。この第３の開口２１４ｃは、アダプタ１４の内部に洗浄液を
通すための穴として用いられる。
【００７１】
　嵌合部２０２の第２の筒状部２０２ｂの上端には、観察像拡大部２０６が固定されてい
る。観察像拡大部２０６は、それぞれ筒状の第１から第３の枠体２２２ａ，２２２ｂ，２
２２ｃと、接眼光学レンズ群２２４と、カバーガラス２２６とを備えている。第１の枠体
２２２ａには、接眼光学レンズ群２２４が固定されている。この第１の枠体２２２ａの下
端の外周面は、嵌合部２０２の上端の内周面に螺合されて固定されている。第２の枠体２
２２ｂの内周面は、第１の枠体２２２ａの外周面に螺合されて固定されている。第３の枠
体２２２ｃには、カバーガラス２２６が固定されている。この第３の枠体２２２ｃのカバ
ーガラス２２６は、第１の枠体２２２ａの接眼光学レンズ群２２４に蓋をするように配設
されているとともに、第２の枠体２２２ｂの内周面は、第３の枠体２２２ｃの下端の外周
面に螺合されている。このとき、接眼光学レンズ群２２４およびカバーガラス２２６の観
察用光軸（中心軸）は、嵌合部２０２の中心軸と同軸上にある。このため、接眼光学レン
ズ群２２４を通した観察像は、接眼光学レンズ群２２４を通す前の観察像に比べて拡大さ
れて術者に観察される。
【００７２】
　なお、第１の枠体２２２ａと第２の枠体２２２ｂとの間、第２の枠体２２２ｂと第３の
枠体２２２ｃとの間には、それぞれＯリング２２８ａ，２２８ｂが配設されている。この
ため、第１の枠体２２２ａと第２の枠体２２２ｂとの間、第２の枠体２２２ｂと第３の枠
体２２２ｃとの間の水密が図られている。すなわち、接眼光学レンズ群２２４やカバーガ
ラス２２６内に液体や気体が浸入することが防止されている。
【００７３】
　上述したように、光源取付部２０４は、嵌合部２０２の第１の開口２１４ａに固定され
ている。光源取付部２０４は、筒状の枠体２３２と、この枠体２３２の内部に固定された
ロッドレンズ２３４とを備えている。光源取付部２０４の枠体２３２は、嵌合部２０２の
下端の第１の開口２１４ａに螺合により固定されている。このとき、ロッドレンズ２３４
の照明用光軸は嵌合部２０２の中心軸に対して直交する方向にある。
【００７４】
　なお、図１１（Ａ）に示すように、光源取付部２０４の枠体２３２には、ライトガイド
ケーブル２４２を介して図示しない光源装置が配設されたり、バッテリ光源２４４が配設
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されたりする。　
　ライトガイドケーブル２４２は、その一端に、アダプタ１４の光源取付部２０４の枠体
２３２に着脱可能に接続される光源ソケット２５２が配設されている。この光源ソケット
２５２は、光源取付部２０４の枠体２３２に着脱可能に装着されるキャップ２５４と、照
明ランプからの照射光を集光する集光レンズ２５６とを備えている。さらに、ライトガイ
ドケーブル２４２は、その他端に、光源装置（図示せず）に接続される外部光源コネクタ
２５８が配設されている。
【００７５】
　バッテリ光源２４４は、照明ランプ（図示せず）と、この照明ランプを点灯駆動する電
源（図示せず）と、アダプタ１４の光源取付部２０４の枠体２３２に着脱可能に接続され
る光源ソケット２５２とを備えている。バッテリ光源２４４の光源ソケット２５２は、ラ
イトガイドケーブル２４２の光源ソケット２５２と同一形状に形成されている。
【００７６】
　このため、アダプタ１４の光源取付部２０４の枠体２３２に、光源装置が接続されたラ
イトガイドケーブル２４２の光源ソケット２５２や、バッテリ光源２４４の光源ソケット
２５２が装着されると、光源取付部２０４のロッドレンズ２３４に照明光を入射可能であ
る。
【００７７】
　図９および図１０（Ａ）に示すように、ロック機構２０８は、アダプタ１４とアダプタ
装着用口金８６との間の装着状態を解除する際に操作される筒状のレバー部材２６２を嵌
合部２０２に対して回転可能に備えている。このレバー部材２６２は、嵌合部２０２およ
び観察像拡大部２０６の外側に配設されている。なお、図１０（Ｂ）および図１１（Ｂ）
に示すように、このレバー部材２６２の外周は、例えば１対の平行な平面２６２ａと、１
対の曲面２６２ｂとにより形成されている。このため、このようなレバー部材２６２の形
状によりアダプタ１４の転がりが防止されている。
【００７８】
　さらに、図１１（Ａ）および図１１（Ｂ）に示すように、レバー部材２６２には、穴２
６２ｃが形成されている。この穴２６２ｃは、洗浄液や消毒液などをアダプタ１４の内部
に入れるために設けられている。
【００７９】
　図９および図１０（Ａ）に示すように、レバー部材２６２は、中心部に嵌合部２０２が
貫通するための円形状の開口を有するフランジ部２６４を備えている。フランジ部２６４
は、観察像拡大部２０６の第２の枠体２２２ｂの下側であって、嵌合部２０２の第１の筒
状部２０２ａと第２の筒状部２０２ｂとの間の段差の上面２１２ｂに載置されている。
【００８０】
　このフランジ部２６４の開口径は、観察像拡大部２０６に近接する側が狭く、光源取付
部２０４に近接する側が広い。すなわち、フランジ部２６４の開口には、横断面が斜めの
斜面２６６が形成されている。なお、嵌合部２０２は、レバー部材２６２のフランジ部２
６４を載置した状態で支持する。
【００８１】
　レバー部材２６２のフランジ部２６４が嵌合部２０２に載置された状態で、フランジ部
２６４の斜面２６６に相対する位置には、嵌合部２０２の上述した３つの第２の開口２１
４ｂが形成されている。これら３つの第２の開口２１４ｂには、それぞれアダプタ装着用
口金８６の第２の装着部１０４の凹部１０４ａに係合される係合玉２６８が配設されてい
る。これら第２の開口２１４ｂは、嵌合部２０２の内周面側の径が係合玉２６８の直径よ
りも小さく、外周面側の径が係合玉２６８の直径よりも大きく形成されている。このため
、係合玉２６８は、嵌合部２０２の内周面に対して内側（中心軸側）に突出する所定の位
置（口金８６をアダプタ１４の嵌合部２０２に係合させる位置）よりもさらに内側に移動
することが規制され、外側に移動することが許容されている。そして、フランジ部２６４
の斜面２６６により、係合玉２６８が嵌合部２０２の中心軸側に押圧されている。このた
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め、レバー部材２６２を上側に移動させると、係合玉２６８が嵌合部２０２の中心軸に対
して外側に移動することが許容されることになる。
【００８２】
　レバー部材２６２のフランジ部２６４の上面と、観察像拡大部２０６の第１の枠体２２
２ａの下面との間には、コイルバネ２７０が嵌合部２０２の外周に配設されている。この
場合、コイルバネ２７０は、レバー部材２６２のフランジ部２６４の上面と、観察像拡大
部２０６の第１の枠体２２２ａの下面との間を離隔させるように付勢している。このため
、フランジ部２６４が、観察像拡大部２０６の第２の枠体２２２ｂの下側であって、嵌合
部２０２の第１の筒状部２０２ａと第２の筒状部２０２ｂとの間の段差の上面２１２ｂに
押し付けられている。したがって、斜面２６６で係合玉２６８を嵌合部２０２の中心部側
に付勢されている。このとき、第２の装着部２０４の凹部２０４ａと係合するため、係合
玉２６８の一部は、嵌合部２０２の内周面よりも中心側に突出されている。
【００８３】
　この状態で、コイルバネ２７０の付勢力に抗してレバー部材２６２を嵌合部２０２に対
して図９および図１０（Ａ）中の上側に移動させる。すると、フランジ部２６４と嵌合部
２０２の上面２１２ｂとが離れて斜面２６６が上側に移動する。このため、係合玉２６８
を嵌合部２０２の中心軸に対して外側に移動することが許容される。そうすると、嵌合部
２０２との間の係合を解除することができる。
【００８４】
　次に、この実施の形態に係る内視鏡１０の作用について説明する。　
　まず、アダプタ１４を内視鏡本体１２に装着する手順について説明する。すなわち、ア
ダプタ１４を内視鏡本体１２のアダプタ装着用口金８６に装着する手順について説明する
。
【００８５】
　図１０（Ａ）に示すように、アダプタ１４の光源取付部２０４が配置された平面２１２
ｃとアダプタ装着用口金８６の円盤１１４が配設された平面１１２とが同じ向き（平行）
になるように把持して、互いに装着する。
【００８６】
　このとき、係合玉２６８は、嵌合部２０２の第２の筒状部２０２ｂにより嵌合部２０２
の外側に向かって押圧される。このため、コイルバネ２７０の付勢力に抗してレバー部材
２６２が嵌合部２０２に対して一旦上昇して係合玉２６８の外側への移動を許容する。こ
の状態でアダプタ装着用口金８６の第２の装着部１０４の凹部１０４ａが係合玉２６８に
対向したとき、コイルバネ２７０の付勢力により嵌合部２０２の内側に押圧されて、係合
玉２６８が第２の装着部１０４の凹部１０４ａと係合する。すなわち、アダプタ１４とア
ダプタ装着用口金８６とが係合される。
【００８７】
　このとき、アダプタ装着用口金８６の第１の装着部１０２の移動規制部としての平面１
０３と嵌合部２０２の移動規制部としての平面（係合面）２１２ａとが当接されることに
より、嵌合部２０２に対する口金８６の軸方向の移動が規制される。さらに、口金８６の
第１の装着部１０２の移動規制部としての平面１１２と、アダプタ１４の嵌合部２０２の
移動規制部としての平面（係合面）２１２ｃとが略密着する状態に突き合わせられる。こ
のため、アダプタ装着用口金８６とアダプタ１４の嵌合部２０２とは互いの中心軸に対す
る回転（周方向の回転）が防止される。したがって、アダプタ装着用口金８６と、アダプ
タ１４の嵌合部２０２とは、一義的に位置決めされる。このとき、図１０（Ａ）に示すよ
うに、イメージガイドファイバ３４ｂと接眼光学レンズ群２２４とは同一軸上にあり、ラ
イトガイドファイバ３２ｂとロッドレンズ２３４とは同一軸上にある。　
　したがって、アダプタ装着用口金８６に対してアダプタ１４の嵌合部２０２を所定の方
向に移動させるだけで、内視鏡本体１２の照明光学系の光軸と、アダプタ１４の照明光学
系の光軸とが合わせられるとともに、内視鏡本体１２の観察光学系の光軸と、アダプタ１
４の観察光学系の光軸とが合わせられる。すなわち、１つの動作で２つの光軸が合わせら
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れる。
【００８８】
　さらに、アダプタ１４の光源取付部２０４の枠体２３２には、ライトガイドケーブル２
４２やバッテリ光源２４４の光源ソケット２５２が接続される。すなわち、アダプタ１４
の光源取付部２０４の枠体２３２には、キャップ２５４が着脱可能に螺合される。このた
め、集光レンズ２５６と光源取付部２０４のロッドレンズ２３４との照明用光軸も自動的
に合わせられる。
【００８９】
　したがって、例えば光源装置からライトガイドケーブル２４２を通した照明光は、アダ
プタ１４のロッドレンズ２３４を介して内視鏡本体１２のアダプタ装着用口金８６の鏡面
状の円盤１１４の中心付近に照射される。円盤１１４に照射された照明光の一部はライト
ガイドファイバ３２ｂの基端に入射される。すなわち、内視鏡本体１２に光が入射される
。そうすると、ライトガイドファイバ３２ｂから内視鏡１０の挿入部２２の先端硬質部４
２の照明レンズ３２ａを通して照明光が出射される。　
　なお、このとき、円盤１１４は鏡面状なので、光を反射する。したがって、光の反射に
より円盤１１４に吸熱されることが抑制され、円盤１１４に熱が発生することが極力防止
される。すなわち、口金８６が加熱されることが極力防止され、操作部２４自体の加熱も
防止される。
【００９０】
　照明レンズ３２ａを通して出射された光により、被検体が照明される。対物レンズ３４
ａにより被検体の像がイメージガイドファイバ３４ｂの先端面にできる。そうすると、イ
メージガイドファイバ３４ｂの基端部に導かれその像が出射される。その像はアダプタ１
４の接眼光学レンズ群２２４を通して拡大されて術者に観察される。
【００９１】
　このとき、軸状のアダプタ装着用口金８６には、ライトガイドファイバ３２ｂの基端部
、および、イメージガイドファイバ３４ｂの基端部が互いに異なる方向を臨んで固定され
、アダプタ１４の光源取付部２０４と観察像拡大部２０６との光軸が異なる向きに向けら
れている。このため、照明光源から照明光を採るのと、術者が観察像拡大部２０６を覗い
て観察するのとが干渉することが防止されている。
【００９２】
　また、必要に応じて、チャンネル用口金９０からチャンネルを通して挿入部２２の先端
硬質部４２の開口４２ａから鉗子等を突出させて各種の処置を行う。
【００９３】
　アングルレバー１３４を回動させて湾曲部４４を湾曲させる場合、プーリ１３２から操
作ワイヤ４０を介して湾曲管６２に動力が伝達される。このとき、図３（Ａ）に示すよう
に、操作ワイヤ４０が挿通されたＵ側の密巻きコイル３８ａは最も先端の湾曲駒６６ａと
最も基端側の湾曲駒６６ｂとの間（例えば中間）に位置する湾曲駒６６ｃの基端に突き当
てられ、その湾曲駒６６ｃから最も基端の湾曲駒６６ｂには操作ワイヤ４０が挿通された
Ｕ側の密巻きコイル３８ａが挿通されている。また、操作ワイヤ４０が挿通されたＤ側の
密巻きコイル３８ｂは最も基端の湾曲駒６６ｂの基端に突き当てられ、最も基端から第２
番目の湾曲駒６６から最も先端の湾曲駒６６ａには操作ワイヤ４０が挿通されている。
【００９４】
　このため、図１（Ａ）および図１（Ｂ）に示すアングルレバー１３４をＵ側に回動させ
ると、湾曲管６２の湾曲駒６６ｃの基端側に隣接する湾曲駒６６ｄ（図３（Ａ）参照）に
対して、最も先端側の湾曲駒６６ａから湾曲駒６６ｃまでが図３（Ａ）中の上側に湾曲す
る。一方、アングルレバー１３４をＤ側に回動させると、湾曲管６２の最も基端から第２
番目の湾曲駒６６から最も先端の湾曲駒６６ａが図３（Ａ）中の下側に湾曲する。すなわ
ち、湾曲部４４の湾曲半径をＵ側とＤ側とで異なるようにすることができる。
【００９５】
　湾曲駒６６の凸ヒンジ部６８ａの長軸Ｌは隣接する湾曲駒６６の凹ヒンジ部６８ｂに常
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に当接されている。すなわち、チャンネルチューブ３６が挿通されるチャンネル用貫通孔
７０ｃは湾曲管６２の先端（最も先端の湾曲駒６６ａ）から基端（最も基端の湾曲駒６６
ｂ）まで途切れることがない。このため、チャンネル用貫通孔７０ｃを挿通するチャンネ
ルチューブ３６が湾曲管６２の内部で横に広がることを防止するようにチャンネルチュー
ブ３６を支持することができる。また、チャンネルチューブ３６が潰されたり、チャンネ
ルチューブ３６が折れ曲がることを防止することができる。
【００９６】
　したがって、湾曲部４４を小さい湾曲半径となるように湾曲させても、チャンネルチュ
ーブ３６を折れ難くすることができるので、チャンネルチューブ３６をより薄肉にするこ
とができる。このため、内視鏡本体１２をより外径の小さい湾曲部４４とすることができ
る。または、同じ外径の湾曲部４４としても、チャンネル用貫通孔７０ｃをより大きく形
成することができ、すなわち、チャンネルチューブ３６の内径をより大きくすることがで
きる。
【００９７】
　内視鏡１０の使用後、内視鏡本体１２を廃棄する。アダプタ１４は再使用に供するため
、内視鏡本体１２から取り外す。なお、可能な場合には、内視鏡本体１２を再使用するた
めに洗滌、消毒、滅菌しても良い。
【００９８】
　以下、アダプタ１４を内視鏡本体１２から取り外す手順について説明する。　
　ロック機構２０８のレバー部材２６２を持って、嵌合部２０２に対して図１０（Ａ）中
の上側に移動させる。このとき、コイルバネ２７０の付勢力に抗して、レバー部材２６２
を嵌合部２０２に対して移動させる。すると、フランジ部２６４の斜面２６６が上側に移
動する。このため、係合玉２６８の外側にスペースが生じる。そうすると、係合玉２６８
と、第２の装着部１０４の凹部１０４ａとの間の係合が外れる。このため、アダプタ装着
用口金８６とアダプタ１４の嵌合部２０２との間の係合が解除される。
【００９９】
　アダプタ１４は、洗浄、消毒、滅菌を行うことにより、再使用に供する。この場合、図
１１（Ａ）および図１１（Ｂ）に示す穴１４２ｃから洗浄液等を入れて、図９に示す嵌合
部２０２の第３の開口２１４ｃなどを通して内部を洗浄等する。このため、アダプタ１４
の内部が洗浄、消毒、滅菌されて再使用可能となる。このアダプタ１４は、新たに内視鏡
本体１２に装着されて同様に使用される。
【０１００】
　以上説明したように、この実施の形態によれば、以下の効果が得られる。　
　操作部本体８２のボディを湾曲部４４の湾曲方向（ＵＤ方向）に対して略平行な分割面
を有する半割りとして、片側のボディ（第１のハウジング９２）に全ての部材を嵌め込ん
で、組み立てや調整した後、もう一方のボディ（第２のハウジング９４）を片側のボディ
（第１のハウジング９２）に被せて蓋をする構造とした。例えば、プーリ１３２の回転軸
１３８を片側のボディ（第１のハウジング９２）で支持した状態で操作ワイヤ４０の張力
を調整して固定することができる。
【０１０１】
　特に、操作部２４の湾曲操作機構８４を作成する際に、プーリ本体１３６のＶ字状溝１
４２を第１のハウジング９２の分割面９３よりも上側に配置した状態でプーリ本体１３６
に操作ワイヤ４０を巻回して固定することができる。このため、このように操作ワイヤ４
０を巻回して固定する作業を容易に行うことができる。
【０１０２】
　また、この実施の形態では湾曲部４４の湾曲方向を２方向とし、操作ワイヤ４０を１本
だけで構成し、特に、操作部２４内で繋ぎ目がないシームレスに形成されている。そして
、操作ワイヤ４０を密巻きコイル３８ａ，３８ｂに挿通させただけの構成であるので、製
造も容易であり、安価に構成することができる。このため、内視鏡本体１２の組み立て工
数を削減でき、より安価に内視鏡本体１２を作製することができる。
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【０１０３】
　したがって、この実施の形態に係る内視鏡本体１２は、簡単に製造することができる。
なお、この実施の形態では、第１のハウジング９２の分割面９３と第２のハウジング９４
の分割面９５とを単に合わせるものとして説明したが、両者の間にシール材が配設され操
作部本体８２の内部を密閉することも好適である。このような構造にすると、例えば洗滌
、消毒、滅菌した後、内視鏡本体１２を再使用に供することも可能である。
【０１０４】
　また、内視鏡１０を、内視鏡本体１２とアダプタ１４とに着脱可能に構成したので、ア
ダプタ１４内の照明光学系や観察光学系を再使用に供することができる。このため、照明
光学系や観察光学系が全て一体となった内視鏡を製造するよりも安価に内視鏡１０を構成
することができるので、大きくコストダウンを図ることができ、廃棄物量の減少も図るこ
とができる。
【０１０５】
　すなわち、この実施の形態によれば、内視鏡本体１２をより安価に製造することができ
るので、内視鏡１０を製造するメーカー側のコストを抑えることができるだけでなく、こ
のような内視鏡本体１２を購入して使用する側のユーザー側コスト（導入コスト）もより
低く抑えることができる。
【０１０６】
　なお、この実施の形態では、内視鏡本体１２のアダプタ装着用口金８６にアダプタ１４
を装着して内視鏡１０を構成する場合について説明したが、アダプタ装着用口金８６に一
体的にアダプタ１４等の接眼部が形成されていることも好適である。
【０１０７】
　また、例えばＵ側の湾曲用の操作ワイヤとＤ側の湾曲用の操作ワイヤとを別体とするこ
とも好適である。すなわち、Ｕ側の湾曲のために１本の操作ワイヤを用い、Ｄ側の湾曲の
ために他の１本の操作ワイヤを用いることも好適である。この場合、各操作ワイヤの先端
は、例えば最も先端の湾曲駒６６ａに固定されるか、先端硬質部４２に固定される。
【０１０８】
　また、この実施の形態では、湾曲操作機構８４、アダプタ装着用口金８６、整列部材８
８およびチャンネル用口金９０を全て第１のハウジング９２と第２のハウジング９４との
間に配置する例について説明したが、例えばチャンネル用口金９０を第１のハウジング９
２だけに固定するようにしても良い。
【０１０９】
　また、この実施の形態では、図８（Ｂ）に示すように、プーリ本体１３６が配設された
位置の周囲の第１のハウジング９２の分割面９３および第２のハウジング９４の分割面９
５が平坦である状態の場合について説明した。しかしながら、第１のハウジング９２の分
割面９３に、プーリ本体１３６が配設される位置の周囲だけ第１のハウジング９２の分割
面９３が例えば滑らかに下げられて凹状部分を形成し、その凹状部分の分割面９３に沿っ
て操作ワイヤ４０をプーリ本体１３６のＶ字状溝１４２に入れることができるようにする
ことも好ましい。この場合、第２のハウジング９４の分割面９５は、第１のハウジング９
２の分割面９３の凹状部分に対して嵌合するように凸状部分を形成することが好ましい。
このような構造を取ると、第１のハウジング９２の凹状部分と第２のハウジング９４の凸
状部分とを嵌合させることにより第１のハウジング９２に対する第２のハウジング９２の
位置決めを容易に行うことができ、かつ、第１のハウジング９２の底面に近接する位置に
プーリ本体１３６を配置することができる。そうすると、プーリ本体１３６の上側（第２
のハウジング９４のプーリ支持部９４ｂ近傍の内壁まで）の空間を大きく取ることができ
る。この空間には、ライトガイドファイバ３２ｂやイメージガイドファイバ３４ｂ等を簡
単に配置することができる。　
　なお、第１のハウジング９２の分割面９３に凸状部分が形成され、プーリ本体１３６の
Ｖ字状溝１４２がその凸状部分の上側に配置され、第２のハウジング９４の分割面９５に
、第１のハウジング９２の凸状部分が嵌合されるように凹状部分が形成されることも好ま
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しい。
【０１１０】
　　［第２の実施の形態］
　次に、第２の実施の形態について図１２を用いて説明する。この実施の形態は第１の実
施の形態の変形例であって、第１の実施の形態で説明した部材と同一の部材には同一の符
号を付し、詳しい説明を省略する。　
　図１２に示すように、この実施の形態に係る内視鏡本体１２は、第１の実施の形態で説
明した操作部本体８２の第１のハウジング９２および第２のハウジング９４の分割方向と
、分割方向が異なる。この実施の形態に係る内視鏡本体１２の操作部本体８２は、分割面
（端面）３０３を有する第１のハウジング３０２と分割面（端面）３０５を有する第２の
ハウジング３０４とを備えている。
【０１１１】
　第１のハウジング３０２のうち、挿入部２２の先端部に対して最も遠位の位置には、ア
ダプタ装着用口金８６が配設されるアダプタ装着用口金配設部３０２ａが形成されている
。アダプタ装着用口金配設部３０２ａよりも挿入部２２の先端部に近接する位置には、湾
曲操作機構８４のプーリ１３２の回転軸１３８の一端および他端が載置されるプーリ支持
部３０２ｂが形成されている。プーリ支持部３０２ｂのうち、一方は回転軸１３８の一端
が第１のハウジング３０２の外側に突出するように配置されている。プーリ支持部３０２
のうち、他端は第１のハウジング３０２の内側に支持するように配置されている。プーリ
支持部３０２ｂよりも挿入部２２の先端部に近接する位置には、整列部材８８が配設され
る整列部材配設部３０２ｃが形成されている。整列部材配設部３０２ｃよりも挿入部２２
の先端側に近接する位置には、チャンネル用口金９０が配設されるチャンネル用口金配設
部（図示せず）が形成されている。挿入部２２の先端部に対して最も近位の位置には、折
れ止め部材８０が配設される折れ止め部材配設部３０２ｅが形成されている。
【０１１２】
　第２のハウジング３０４には、第１のハウジング３０２のアダプタ装着用口金配設部３
０２ａと同様にアダプタ装着用口金配設部３０４ａが形成されている。第１のハウジング
３０２と第２のハウジング３０４とが合わせられたときに第１のハウジング３０２のプー
リ支持部３０２ｂに対向する位置には、プーリ支持部３０４ｂが形成されている。プーリ
支持部３０４ｂのうち、一方は回転軸１３８の一端が第２のハウジング３０４の外側に突
出するように配置されている。第２のハウジング３０４には、第１のハウジング３０２の
整列部材配設部３０２ｃと同様に整列部材配設部３０４ｃが形成されている。第２のハウ
ジング３０４には、第１のハウジング３０２のチャンネル用口金配設部と同様にチャンネ
ル用口金配設部（図示せず）が形成されている。第２のハウジング３０４には、第１のハ
ウジング３０２の折れ止め部材配設部９２ｅと同様に折れ止め部材配設部９４ｅが形成さ
れている。
【０１１３】
　上述したように、第１のハウジング３０２および第２のハウジング３０４の分割面には
、それぞれプーリ１３２の回転軸１３８を支持するようにプーリ支持部３０２ｂ，３０４
ｂが形成されている。すなわち、第１のハウジング３０２および第２のハウジング３０４
が協働してプーリ１３２の回転軸１３８を支持する。なお、第１のハウジング３０２を平
坦な面に載置して、第１のハウジング３０２のプーリ支持部３０２ｂの上にプーリ１３２
の回転軸１３８を配置したときに、プーリ１３２の回転軸１３８がその平坦な面に略平行
に配置されることが好ましい。
【０１１４】
　この実施の形態に係る内視鏡本体１２の操作部２４内に配設される操作ワイヤ４０も第
１の実施の形態で説明したようにシームレスである。プーリ本体１３６にこの操作ワイヤ
４０を巻回する場合、第１のハウジング３０２の分割面の上側にプーリ１３２のビス１５
４が配設される片方の貫通孔１４６が配置される。
【０１１５】
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　そして、第２のハウジング３０４で第１のハウジング３０２に蓋をした後、第１のハウ
ジング３０２と第２のハウジング３０４とをひっくり返す。このとき、蓋となる第１のハ
ウジング３０２を底部側の第２のハウジング３０４から取り外す。このとき、第２のハウ
ジング３０４の分割面の上側にプーリ１３２のビス１５４が配設されるもう片方の貫通孔
１４６が配置される。
【０１１６】
　他の作用は第１の実施の形態で説明したのと同様であるので、詳細な説明は省略する。
　
　なお、この実施の形態では、プーリ１３２の回転軸１３８を第１のハウジング３０２お
よび第２のハウジング３０４の分割面上に配置する場合について説明したが、プーリ１３
２の回転軸１３８が斜めに配置されることも好適である。
【０１１７】
　これまで、いくつかの実施の形態について図面を参照しながら具体的に説明したが、こ
の発明は、上述した実施の形態に限定されるものではなく、その要旨を逸脱しない範囲で
行なわれるすべての実施を含む。
【図面の簡単な説明】
【０１１８】
【図１】（Ａ）は本発明の第１および第２の実施の形態に係る、内視鏡本体とアダプタと
を装着した状態の内視鏡を示す概略図、（Ｂ）は内視鏡本体からアダプタを取り外して分
離させた状態の内視鏡を示す概略図、（Ｃ）は内視鏡本体、アダプタ、アダプタの接眼部
としてのカメラヘッドを着脱可能な内視鏡を示す概略図。
【図２】（Ａ）は第１および第２の実施の形態に係る内視鏡本体の挿入部の先端部に配置
された先端硬質部を先端側から観察した概略的な斜視図、（Ｂ）は第１および第２の実施
の形態に係る内視鏡本体の挿入部の先端部に配置された先端硬質部を基端側から観察した
概略的な斜視図。
【図３】（Ａ）は第１および第２の実施の形態に係る内視鏡本体の挿入部の、図２（Ａ）
および図２（Ｂ）に示す先端硬質部の基端に接続される湾曲部の概略的な縦断面図、（Ｂ
）は第１および第２の実施の形態に係る内視鏡本体の挿入部の湾曲部の最も先端に配設さ
れる湾曲駒を示す概略的な斜視図、（Ｃ）は第１および第２の実施の形態に係る内視鏡本
体の挿入部の湾曲部に配設される湾曲駒を示す概略的な斜視図、（Ｄ）は第１および第２
の実施の形態に係る内視鏡本体の挿入部の湾曲部に配設される湾曲駒を示す概略的な正面
図。
【図４】（Ａ）および（Ｂ）は第１の実施の形態に係る内視鏡本体の湾曲部の概略的な断
面図、（Ｃ）は第１の実施の形態に係る内視鏡本体の湾曲部のプーリのアングルレバーを
示す概略図。
【図５】（Ａ）は第１および第２の実施の形態に係る内視鏡本体の操作部に配設されるア
ダプタ装着用口金を示す概略的な縦断面図、（Ｂ）は図５（Ａ）に示す矢印５Ｂ線方向か
ら観察した状態を示す概略図。
【図６】（Ａ）は第１の実施の形態に係る内視鏡本体の操作部本体に配設される整列部材
を示す概略図、（Ｂ）は整列部材を操作部本体に配置した状態を示す概略的な縦断面図、
（Ｃ）は図６（Ｂ）中の符号６Ｃで示す部分を拡大した状態を示す概略図。
【図７】（Ａ）は第１の実施の形態に係る内視鏡本体の操作部本体の内部に配設される湾
曲操作機構のプーリを示す概略的な正面図、（Ｂ）は図４（Ｂ）中の符号７Ｂで示す部分
を拡大した状態を示す概略的な部分断面図。
【図８】（Ａ）および（Ｂ）は第１の実施の形態に係る内視鏡本体の操作部本体の第１の
ハウジングに、アダプタ装着用口金、湾曲操作機構のプーリ、整列部材および挿入部の基
端部の折れ止め部材を配置した状態を示す概略図であり、（Ａ）は上面図、（Ｂ）は縦断
面図。
【図９】第１および第２の実施の形態に係る内視鏡本体のアダプタ装着用口金に装着する
ための接眼部としてのアダプタを示す概略的な縦断面図。
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【図１０】（Ａ）は第１および第２の実施の形態に係る内視鏡本体のアダプタ装着用口金
に接眼部としてのアダプタを装着した状態を示す概略的な縦断面図、（Ｂ）は図１０（Ａ
）中の１０Ｂ－１０Ｂ線に沿う概略的な横断面図。
【図１１】（Ａ）は第１および第２の実施の形態に係る内視鏡のアダプタの光源取付部に
対してライトガイドケーブルやバッテリ光源が配設されることを示す概略図、（Ｂ）は図
１１（Ａ）中の矢印１１Ｂ方向から観察した状態を示すアダプタの下面図。
【図１２】第２の実施の形態に係る内視鏡本体の第１のハウジングと第２のハウジングと
の分割面を図８（Ａ）および図８（Ｂ）に示す第１の実施の形態に対して変更した状態を
示す概略的な斜視図。
【符号の説明】
【０１１９】
　４０…操作ワイヤ、１３２…プーリ、１３６…プーリ本体、１３８…回転軸、１４２…
Ｖ字状溝、１４４…ワイヤ配設溝、１４６…貫通孔、１４８…インサートナット、１５０
…凹部、１５２…押さえ板、１５４…ビス

【図１】 【図２】
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